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文部科学省後援 書写技能審査　
令和○年度第○回

硬筆書写技能検定 ４級

硬 
試験問題

Ａ
日 程

〔試験時間〕

〔注意事項〕

〔試験の流れ〕

分
「第１問速書き」1 分（黙読）+ ４分
「第２問以降」　55 分60

１．受験する級の問題冊子であるか確認してください。
２．試験監督の指示があるまで問題冊子を開かないでください。
３．問題内容に関する質問は一切受けつけません。
４．携帯電話等の電子機器は必ず電源を切り、絶対に使用しないでください。
５．不正行為をした場合は、答案は無効となります。
６．受験票と受験に必要な用具以外はすべてしまってください。
７．下敷きは無地のものを使用してください。
８．鉛筆で字を書いた上からなぞり書きはできません。二度書きやレタリングはできません。
９．修正液・修正テープ・消せるボールペンは使用できません。

・ 第１問「速書き」は、１分間で筆記具をもたずに黙読し、その後４分間で解答しま
す。解答には必ずボールペンまたは鉛筆を使用してください。
・ 解答終了後は第１問解答用紙を提出し、再開の指示があるまでは待機していてくだ
さい。

［不許複製］
この試験問題の複製（コピー）を禁じます。また、この試験問題およびその内容を当協会の許可なく他に伝える行為や、漏えい（イ
ンターネット上に掲載することを含みます）することを固く禁じます。

ホ
チ
キ
ス

 【受験地番号・受験番号の記入】
受験地番号・受験番号は、この表紙・第１問解答用紙の計 2箇所に、受験票に記
載されている番号を正確に記入してください。

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K０４

【受験地番号・受験番号記入欄】



昆虫（こんちゅう）

　カブトムシは、体長３２〜５３mm、６〜８月に現れる。
だれしもが知る昆虫で、夏休みの人気者の座をクワガタム
シと二分する。夏のさかりになると雑木林に現れ、夜ばか
りでなく昼にも、樹液を吸い続けていることが多い。

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K０４
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文部科学省後援　書写技能審査
令和○年度第○回硬筆書写技能検定 試験問題 ４級

硬 A
ホ
チ
キ
ス

第１問 つぎのわく
4 4

内の文を、所定時間内で下に書きなさい。
〈必ずボールペンまたは鉛筆のいずれかを使用すること。〉定規
やものさしは使用できません。補助線を書いてはいけません。

所定時間　４分

硬筆書写技能検定　第１問解答用紙



3

明
る
い
性
格

明
る
い
性
格

第
２
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
こ
と
ば
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
か
い
4

4

書
で
書
く
こ
と
）。

〈
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉　

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。



5

　
今
年
の
夏
休
み
は
、
宿
題
を
早
め
に
済
ま
せ
る

計
画
を
立
て
、
思
い
っ
き
り
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
　

第
３
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
か
い
4

4

書
で
書
く
こ
と
）。

〈
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。
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　２００９年に最もチョコレート（ｃｈｏｃｏｌａｔ
ｅ）を多く生産した国はアメリカ合衆国で、日本は世
界第７位であった。

第４問

つぎのわく
4 4

内の文を、横書きで下に書きなさい（漢字はかい
4 4

書で書くこ
と。数字やローマ字は、仮名や漢字に似合うものであればよい。速書き
をねらうものではありません）。
〈ボールペン・サインペンのいずれかを使用すること。〉定規やものさし
は使用できません。鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。
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世
界
の
名
画
に

ふ
れ
よ
う

第
５
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、実
際
に
掲
示
す
る
つ
も
り
で
、　　
　
の
中
に
二
行
に
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
か
い
4

4

書
で
書
く
こ
と
）。

鉛
筆
で
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。
定
規
や
も
の
さ
し
で
書
い
た
線
は
消
し
て
出
す
こ
と
。

〈
必
ず
油
性
ま
た
は
顔
料
系
の
マ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
。〉　


